
7月23日�  わしままつり　民謡流し 

9
September
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広  報 

C o n t e n t s －主な内容－ 

○わしままつり 

○トピックス 

○国勢調査にご協力を 

○９月１９日は「敬老の日」です 

○和島村交通安全活動紹介 

○生活情報Ｑ＆Ａ「ＥＴＣ」 

７月23日�、24日�のわしまま
つりいかがだったでしょうか。「ま
もり伝えよう　地域の力　わしま
の力　わたしのふるさと夏まつり」
のキャッチフレーズどおりに地域
の力、和島のパワーを発揮したま
つりになりました。特に民謡流し
では約1,000人の村民から参加して
いただき、皆さんにとって思い出
に残るまつりになったのではない
でしょうか。今月の表紙は、和島
村にとって最後のわしままつりの
民謡流しの様子です。�さて、合
併といえば８月16日�に総務大臣
の告示があり、長岡市との合併が
正式に決定しました。和島村も残
り４ヵ月。みなさんにとって和島
村の思い出はどんなものがありま
すか。 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 0 1 7人（±０人） 
　●男　2 , 4 0 7人（－２人） 
　●女　2 , 6 1 0人（＋２人） 
世帯数　1 , 3 1 2戸（＋３戸） 

※７月末現在・（　）内は前月比 

広 報 わ し ま 
平成17年９月１日発行　№385 
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●東京おかわりボーイズ（東京） 

●Kechon Kechon Jug Band（山形） 

●HOTCH-POTCH JUG BAND（宮城） 

●飯山ガキデカストンパーズ（長野） 

●澤村のおっちゃん　みんなでゾーさんだゾ（兵庫） 

●あいさつをする笠原村長 

●森長岡市長 ●柄沢県議 

　
来
賓
と
し
て
柄
沢
県
議
を
は
じ
め
と

し
て
長
岡
市
よ
り
、
森
長
岡
市
長
、
大

野
復
興
管
理
監
、
長
島
復
興
管
理
監
、

佐
々
木
理
事
、
高
橋
地
域
自
治
振
興
室

長
か
ら
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

3

第24回 

●島田小学校 ●桐島小学校 

●役場前　駐車場 

●肩車でポーズ 

●サカナはいっぱい釣れるかな 

●的に向かって一直線 

7
月
23
日
 

毎
年
、
夏
の
和
島
を
彩
る
「
わ
し
ま
ま

毎
年
、
夏
の
和
島
を
彩
る
「
わ
し
ま
ま

つ
り
」
が

つ
り
」
が
7
月
23
日
、
日
、
24
日
の
日
の
2
日
間
に

日
間
に

渡
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

渡
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

23
日
は
小
学
生
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
演
奏

日
は
小
学
生
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
演
奏
、

ジ
ャ
グ
バ
ン
ド
演
奏
、
「
四
半
的
弓
道
」

ジ
ャ
グ
バ
ン
ド
演
奏
、
「
四
半
的
弓
道
」

等
が
行
わ
れ
ま
し
た

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

夜
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
森
長
岡
市
長
を

夜
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
森
長
岡
市
長
を

は
じ
め
多
く
の
来
賓
が
訪
れ
ま
し
た
。
約

は
じ
め
多
く
の
来
賓
が
訪
れ
ま
し
た
。
約

１
、０
０
０
人
が
参
加
し
た
大
民
謡
流
し

０
０
０
人
が
参
加
し
た
大
民
謡
流
し

に
始
ま
り
、
中
学
生
に
よ
る
島
崎
お
け
さ

に
始
ま
り
、
中
学
生
に
よ
る
島
崎
お
け
さ

と
弓
踊
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
わ
し
ま
太
鼓

と
弓
踊
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
わ
し
ま
太
鼓

の
公
演
が
行
わ
れ
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

の
公
演
が
行
わ
れ
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

と
続
き
ま
し
た
。
今
年
は
子
供
と
親
の
チ
ー

と
続
き
ま
し
た
。
今
年
は
子
供
と
親
の
チ
ー

ム
の
颯
が
参
加
、
良
寛
わ
し
ま
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

ム
の
颯
が
参
加
、
良
寛
わ
し
ま
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
隊
と
と
も
に
盛
り
上
げ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
隊
と
と
も
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
最
後
に
燕
市
の
飛
燕
太
鼓
の
皆

ま
し
た
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最
後
に
燕
市
の
飛
燕
太
鼓
の
皆

さ
ん
が
友
情
出
演
し
て
い
た
だ
き
力
強
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さ
ん
が
友
情
出
演
し
て
い
た
だ
き
力
強
い

太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た

太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

2
日
目
の

日
目
の
24
日
午
前
中
に
は
道
の
駅
ふ

日
午
前
中
に
は
道
の
駅
ふ

れ
あ
い
広
場
で
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
チ
ー

れ
あ
い
広
場
で
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
チ
ー

ム
大
集
合
と
い
う
こ
と
で
、
寺
泊
か
ら

ム
大
集
合
と
い
う
こ
と
で
、
寺
泊
か
ら
2

チ
ー
ム
、
分
水
か
ら
１
チ
ー
ム
が
訪
れ
、

チ
ー
ム
、
分
水
か
ら
１
チ
ー
ム
が
訪
れ
、

演
舞
を
行
い
ま
し
た

演
舞
を
行
い
ま
し
た
。
 

午
後
に
は
ア
ル
ビ
レ
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ク
ス
新
潟
の
河
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ア
ル
ビ
レ
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ク
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潟
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寿
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。
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ど
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ど
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な
る
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。
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。
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。
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ど
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。
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ベ
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れ
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く
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。
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参
加
が
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い
文
句
で
す
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そ
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り
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写
真
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振
り
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。
 

2



7
月
24
日
 

8
月
16
日
 

●ソーランWAVE寺泊（寺泊） ●よさこい真凛（寺泊） 

和島のチームも 
もちろん出演 
和島のチームも 
もちろん出演 

寺泊と分水から 
駆けつけてくれました 

夜のお店も大盛況 

●砂子塚来い来いよさこい（分水） 

●花火と音楽の共演 ●リフティング指導 

●選手と一緒にミニゲーム 

●天狗様も歩きました ●六夜祭の「弓踊り行列」 

寺泊と分水から 
駆けつけてくれました 

夜のお店も大盛況 

5

●親子でいっしょに踊ります 

●華麗に踊ります 

●あいさつをする藤田実行委員長 

●浴衣を羽織って島崎おけさ 

●大きくそって堂々と ●中学生自ら演奏します 

●力強く太鼓の競演　わしま太鼓初舞台 

●体に響く太鼓の音（燕市） 
4



総務省　総務局 和島村 

対象は全ての人です 
国勢調査は、日本に住んでいるすべ
ての人が対象となります。 
 
国勢調査調査員がうかがいます 
9月下旬から、国勢調査調査員が皆さ
んのお宅に調査票を配りにおうかが
いします。調査票が届いたら、10月1
日現在の皆さんの状況を記入してく
ださい。 
 
調査内容の秘密は守られます 
法律により、国勢調査員は調査票の内
容に関して、秘密を厳守することが義
務付けられています。調査票は、統計
を作る目的だけに使用し、厳重に管理
されます。 
 
結果はまちづくりに生かされます 
例えば、世帯構成や住宅の状況は社
会福祉や環境整備のための計画を、
就業状況は雇用対策などの経済政策を、
通勤通学など人の移動は交通計画や
防災計画の基礎資料になります。 
 
■詳しい情報は、国勢調査ホームページ 
（http://www.stat.go.jp/data/ko-
kusei/2005/kouhou/） 
をご覧下さい。 
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７
月
23
日
�
、
わ
し
ま
ま
つ
り
「
民

謡
流
し
」
の
会
場
で
人
権
擁
護
委
員
の

遠
藤
て
つ
子
さ
ん
と
山
田
勝
さ
ん
が
、

人
権
意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
啓
発
活

動
を
行
な
い
ま
し
た
。
 

ま
た
当
日
は
、
笠
原
村
長
も
加
わ
り
、

正
し
い
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
 

人
権
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
人
権
の
こ
と
に
関
し
て
、
疑
問

に
思
っ
た
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
。
人
権
擁
護
委
員
ま
た

は
新
潟
地
方
法
務
局
柏
崎
支
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

統
合
小
学
校
造
成
工
事
現
場
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
桐
島
小
学
校
と

島
田
小
学
校
６
年
生
が
描
い
た
絵
の
看

板
が
大
体
育
館
前
の
駐
車
場
付
近
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

絵
の
テ
ー
マ
は
「
ぼ
く
の
わ
た
し
の

考
え
る
“
わ
し
ま
む
ら
統
合
小
学
校
”
」
。

こ
れ
は
桐
島
・
島
田
小
学
校
６
年
生
が

春
休
み
に
描
い
た
作
品
で
す
。
 

11
月
上
旬
ま
で
設
置
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
子
ど
も
た
ち
の

夢
と
希
望
の
あ
る
統
合
小
学
校
の
絵
を

ご
覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
 

７
月
26
日
�
、
長
岡
市
教
育
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
長
岡
市
・
栃
尾
市
・
与

板
町
・
和
島
村
・
寺
泊
町
５
市
町
村

の
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
調
印
式
が
、

森
長
岡
市
長
、
関
係
社
会
福
祉
協
議

会
理
事
立
会
い
の
も
と
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

新
生
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

８
月
上
旬
に
新
潟
県
へ
合
併
認
可
申

請
を
行
い
、
市
町
村
合
併
よ
り
１
ヶ

月
早
い
平
成
17
年
12
月
１
日
を
合
併

期
日
と
定
め
て
い
ま
す
。
 

今
後
合
併
に
関
す
る
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
広
報
お
よ
び
社
協
だ
よ

り
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

８
月
15
日
�
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
成
人
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

人
生
の
節
目
と
も
い
え
る
こ
の
行
事

に
ス
ー
ツ
や
ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
に
身

を
包
ん
だ
新
成
人
が
出
席
し
友
人
や

恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、
会

場
は
笑
顔
を
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
 

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
星

康
司
さ
ん
が
「
今
年
で
終
戦
60
年
で
す
。

私
た
ち
新
成
人
は
新
た
な
時
代
を
作

る
精
鋭
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
に
は
ま
だ
ま

だ
未
熟
な
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
回
り
の
方
々
の
支
え
や
ご
指

導
を
求
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

今
年
の
和
島
村
の
新
成
人
は
75
名
（
男

31
名
、
女
44
名
）
で
し
た
。
 

新
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
に
向
け
て
！ 
誓
い
を
新
た
に
　
大
人
へ
の
第
一
歩 

人
権
意
識
の
高
揚
に
一
役 

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
一
役
貢
献 

６ 

トピックス 
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電
話
番
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74
―
３
１
１
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

　
　
74
―
３
５
０
０ 

☆
９
月
４
日
��

☆
９
月
25
日
��

※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▲ チョット冒険気分 

▲ 村外研修　開興寺の説明 

▲ 竹内会長から激励金を受けとる佐藤さん 

8
月
4
日
�
か
ら
6
日
�
ま
で
福

島
県
に
あ
る
国
立
磐
梯
青
年
の
家
に
て
、

第
7
回
集
団
宿
泊
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
 

○
1
日
目
 

午
前
中
に
国
立
磐
梯
青
年
の
家
に
到

着
し
、
付
近
広
場
に
て
お
弁
当
を
み
ん

な
で
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
散
策
を

し
て
、
野
外
炊
飯
の
準
備
。
今
回
は
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
6

月
に
実
施
し
た
宿
泊
研
修
事
前
学
習
会

に
お
い
て
、
練
習
し
た
成
果
を
発
揮
し
、

と
て
も
お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
夜
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

○
2
日
目
 

創
作
活
動
の
は
が
き
書
き
後
、
青
年

の
家
周
辺
を
散
策
し
、
魚
の
つ
か
み
取

り
を
し
ま
し
た
。
子
供
達
は
魚
を
捕
ま

え
る
方
法
を
考
え
な
が
ら
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
夜
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
ウ

オ
ー
ク
（
肝
試
し
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

○
3
日
目
 

あ
ぶ
く
ま
洞
に
向
か
い
、
時
間
を
か

け
て
創
ら
れ
た
鍾
乳
洞
を
堪
能
し
、
さ

ら
に
探
検
コ
ー
ス
で
冒
険
気
分
も
味
わ

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
世
界
の
ガ
ラ
ス

館
を
見
学
し
和
島
に
も
ど
り
ま
し
た
。

2
泊
3
日
の
研
修
で
、
子
供
達
も
成
長

し
、
仲
間
と
関
係
も
深
め
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
 

○
お
知
ら
せ
 

宿
泊
研
修
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
9
月

12
〜
26
日
ま
で
、
ゆ
き
わ
り
荘
に
掲
示

し
ま
す
。
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う

で
な
い
方
も
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

手
軽
な
健
康
法
太
極
拳
を
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
「
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
」
で

は
、
新
規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

講
師
は
、
日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
公

認
指
導
員
で
あ
る
藤
家
利
郎
先
生
で
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
基
礎
か
ら
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
興
味
を
持
た
れ

た
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

○
活
動
日
／
主
に
火
曜
日
月
3
回
で
す
。

9
月
は
6
日
、
20
日
、
27
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
 

○
時
　
間
　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
頃
 

○
会
　
場
　
桐
島
小
学
校
体
育
館
 

○
会
　
費
　
月
会
費
2
千
円
 

○
講
　
師
　
藤
家
利
郎
（
三
条
市
）
 

○
連
絡
先
　
和
島
村
公
民
館
 

和
島
村
体
育
協
会
は
、
大
災
害
に
も

負
け
ず
、
輝
か
し
い
ス
ポ
ー
ツ
成
績
を

残
さ
れ
た
高
校
生
へ
、
本
年
度
特
別
に

激
励
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
 

○
吉
田
高
校
自
転
車
競
技
部
　
 

　
３
年
　
佐
藤
竜
也
　
さ
ん
 

《
成
績
》
 

○
全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会
出
場
 

種
目
：
ケ
イ
リ
ン
　
　
　
　
　
　
　
 

○
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
 

種
目
：
ケ
イ
リ
ン
　
　
　
　
第
２
位
 

○
北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
 

種
目
：
ケ
イ
リ
ン
　
　
　
　
第
２
位
 

ス
プ
リ
ン
ト
　
　
　
第
２
位
 

４
㎞
チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
　
優
　
勝
 

○
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
 

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
出
場
 

種
目
：
ケ
イ
リ
ン
　
　
　
　
　
　
　
 

４
㎞
チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
  

　
１０
月
開
催
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

【
募
集
内
容
】
 

作
品
展
は
、写
真
・
絵
画
・
短
歌
・
書
道
・

生
花
を
は
じ
め
編
物
・
絵
手
紙
な
ど
、

芸
能
発
表
は
民
謡
・
舞
踏
・
楽
器
演
奏

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
内
容
は
自
由
で
す
。
 

【
申
し
込
み
】
 

芸
能
発
表
　
9
月
２１
日
�
ま
で
 

作
品
展
示
　
１０
月
7
日
�
ま
で
に
公

民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

※
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
１０
月

２２
日
�
２３
日
�
開
催
で
す
。
 

い
き
い
き
大
学
で
は
、
５
月
に
開
講

以
来
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
学
習
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
 

７
月
14
日
�
は
六
日
町
方
面
へ
村
外

研
修
を
実
施
、
越
後
一
の
寺
の
雲
洞
庵

を
は
じ
め
、
開
興
寺
な
ど
の
名
所
め
ぐ

り
を
し
て
一
日
を
堪
能
し
ま
し
た
。
 

８
月
18
日
�
は
長
岡
市
立
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
よ
り
講
師
を
招
き
「
悪
質
商

法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で
！
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
し

い
手
口
で
せ
ま
り
く
る
悪
質
な
商
法
に

対
処
で
き
る
知
識
を
教
え
て
も
ら
い
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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▲ 渡辺投手を囲みみんなで一緒に記念撮影 ▲ 奨励賞を受賞した小林千晶さん 

▲ 優勝した「中央」チームと応援団の皆さん 

〜
北
辰
中
学
校
代
表
　
小
林
千
晶
さ
ん
　
奨
励
賞
受
賞
〜
 

〜
わ
ん
ぱ
く
？
塾
�
夏
の
陣
�
〜
 

 

１
月
、
新
潟
大
震
災
で
甚
大
な
被
害

を
被
っ
た
和
島
村
の
小
・
中
学
生
を
励

ま
そ
う
と
来
村
し
た
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
�
渡
辺
俊
介
�
投
手
。
そ
の
渡
辺

投
手
よ
り
、
８
月
６
日
�
に
、
『
千
葉

マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
』
に
招
待
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
和
島
村
青
少
年
育
成

村
民
会
議
か
ら
も
後
援
い
た
だ
き
、
小

中
学
生
、
保
護
者
、
村
内
野
球
関
係
者

総
勢
40
名
が
参
加
し
、
普
段
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
野
球
場
内
施
設
や
選
手
ベ

ン
チ
、
さ
ら
に
渡
辺
選
手
と
の
記
念
撮

影
会
な
ど
、
プ
ロ
野
球
選
手
を
身
近
に

接
す
る
機
会
と
な
り
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
大
満
足
な
観
戦
ツ
ア
ー
で
し
た
。
 

快
晴
の
夏
空
と
な
っ
た
７
月
30
日
�
、

伝
統
あ
る
第
35
回
村
民
野
球
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
中
学
生
チ
ー

ム
、
高
校
生
チ
ー
ム
な
ど
11
チ
ー
ム
が

参
加
！
試
合
は
、
プ
ロ
顔
負
け
の
好
プ

レ
ー
！
珍
プ
レ
ー
!?
逆
転
に
次
ぐ
逆
転

や
、
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
試
合
な
ど
見
ご
た

え
の
あ
る
内
容
と
な
り
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
 

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

・
優
　
勝
　
中
央
チ
ー
ム
 

・
第
２
位
　
わ
し
ま
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
 

・
第
３
位
　
北
辰
Ｏ
Ｂ
 

・
第
３
位
　
北
辰
中
学
校
 

 

去
る
8
月
12
日
�
、
小
学
1
、
2
年

生
を
対
象
と
し
た
「
わ
ん
ぱ
く
？
塾
�

夏
の
陣
�
」
の
初
陣
が
体
育
館
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
島
崎
の
加
勢
幸
江

さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
集
ま
っ
た
30
人

の
子
供
達
が
様
々
な
体
育
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
友
達

を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
お
も
い
き
り
あ

そ
ぼ
う
」
で
す
。
子
供
達
は
手
と
手
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
、
思
い
っ
き
り
動
い
て

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
友

達
で
き
た
か
な
？
 

８
月
９
日
�
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

シ
ア
タ
ー
を
会
場
に
「
わ
た
し
の
主
張
’

05
│
長
岡
栃
尾
三
古
地
区
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
選
考
を
通
過

し
た
各
地
区
代
表
中
学
生
16
名
に
よ
る
、

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
清
新
か
つ
建
設
的

な
意
見
の
発
表
会
で
、
北
辰
中
学
校
３

年
小
林
千
晶
さ
ん
が
『
夢
の
あ
る
限
り
』

を
テ
ー
マ
に
約
２
０
０
名
の
観
衆
の
前

で
素
晴
ら
し
い
発
表
を
行
い
、
み
ご
と

奨
励
賞
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。
 



表1

手帳等の種類 

身体障害者手帳 

 

 

 

戦傷病者手帳  

障害の種類 

両下肢、体幹もしくは移動機能障害 

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう

もしくは直腸、小腸の障害 

免疫の障害 

両下肢もしくは体幹の障害 

内蔵機能の障害 

障害の程度 

１級もしくは2級 

１級もしくは2級 

 

１級もしくは3級 

特別項症から第2項症まで 

特別項症から第3項症まで 

介護保険の被保険者証に要介護状態区分が「要介護5」と記載されている人 

平
成
17
年
９
月
11
日
�
第
44
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

  選
挙
制
度
の
概
要
 

 
○
第
４４
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
 

 「
小
選
挙
区
選
挙
」
と
「
比
例
代
表

選
挙
」
の
２
つ
の
選
挙
を
同
時
に
行
い

ま
す
。
 

「
小
選
挙
区
選
挙
」
で
は
、
投
票
に

当
た
っ
て
は
、
所
定
の
投
票
用
紙
に
「
候

補
者
氏
名
」
を
記
入
し
て
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
 

「
比
例
代
表
選
挙
」
で
は
、
所
定
の

投
票
用
紙
に
「
政
党
等
の
名
称
」
（
又

は
そ
の
略
称
）
を
記
入
し
て
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。
 

 ○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
 

 最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
が
適
任
か
ど

う
か
に
つ
い
て
有
権
者
の
判
断
を
問
う

審
査
で
す
。
罷
免
す
べ
き
と
考
え
る
裁

判
官
に
つ
い
て
、
投
票
用
紙
の
記
載
欄

に
「
×
」
の
記
号
を
記
載
し
て
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。
 

  投
票
で
き
る
人
は
 

 次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
和

島
村
で
投
票
で
き
ま
す
。
 
 

�
 
昭
和
60
年
9
月
12
日
ま
で
に
生
ま

れ
 

�
 
平
成
17
年
5
月
29
日
ま
で
に
和
島

村
に
転
入
届
出
を
済
ま
せ
 

�
 
引
き
続
き
8
月
29
日
ま
で
和
島
村

に
住
ん
で
い
る
方
 

※
た
だ
し
今
年
5
月
11
日
以
降
に
転
出

し
た
方
の
う
ち
、
和
島
村
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
が
あ
り
、
新
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
和
島
村
で
投
票
で
き
ま
す
。
 

  投
票
時
間
 

 午
前
７
時
〜
午
後
８
時
　
 

朝
食
を
済
ま
せ
た
ら
、
ま
ず
投
票
所

へ
お
い
で
下
さ
い
。
 

   

 入
場
券
を
忘
れ
ず
に
 

 投
票
所
に
は
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
投
票
日
が
迫
っ
て
も

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
選
挙
管
理

委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

な
お
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
日
当
日
、

直
接
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
下
さ
い
。
 

ま
た
、
投
票
所
へ
は
、
小
さ
な
お
子

様
と
一
緒
に
入
場
で
き
ま
す
。
怪
我
や

病
気
な
ど
で
付
き
添
い
や
看
護
が
必
要

な
方
も
、
付
添
人
、
看
護
人
の
方
と
一

緒
に
入
場
で
き
ま
す
。
 

  期
日
前
投
票
に
つ
い
て
 

 投
票
は
、
投
票
日
に
き
め
ら
れ
た
投

票
所
で
行
な
う
の
が
原
則
で
す
が
、
投

票
日
に
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
、
出
張
な
ど

の
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
投

票
で
き
る
「
期
日
前
投
票
」
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
選
挙
期
日
に
満
20

歳
を
迎
え
る
方
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お

り
の
不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。
 

◎
役
場
で
の
期
日
前
投
票
 

○
手
続
き
は
 

不
在
理
由
に
○
印
を
記
入
す
る
宣
誓

書
を
提
出
し
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
用
紙
は
期
日
前
投
票
所
（
役

場
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。
 

印
鑑
は
不
要
で
す
。
 

○
期
間
は
 

８
月
31
日
�
か
ら
９
月
10
日
�
ま
で

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

で
す
。
（
期
間
中
は
、
土
・
日
曜
、
祝

日
も
投
票
が
で
き
ま
す
。
）
 

◎
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
 

①
滞
在
地
で
の
投
票
 

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
他
の

市
町
村
に
長
期
滞
在
中
の
方
は
、
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
和
島
村

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
 

②
病
院
・
施
設
で
の
投
票
 

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
指

定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
、
入
所
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院

や
施
設
で
投
票
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
の
担
当
係
員
に
お
申
し
で
く
だ

さ
い
。
 

③
郵
便
に
よ
る
投
票
 

重
度
の
身
体
障
害
や
戦
傷
病
者
の
方

は
、
自
宅
か
ら
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
表

１
の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
 

手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

●
和
島
村
選
挙
管
理
員
会
へ
身
体
障
害

者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
提
示

（
ご
家
族
の
方
で
よ
ろ
し
い
で
す
）

し
て
、
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
ま
す
。
 

●
本
人
が
署
名
（
自
書
）
し
た
請
求
書

に
、
こ
の
証
明
書
を
添
付
し
て
請
求

す
る
と
投
票
用
紙
と
投
票
送
付
用
の

封
筒
等
を
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
 

●
障
害
の
程
度
に
よ
り
自
ら
投
票
の
記

載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

代
理
記
載
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

●
投
票
用
紙
等
の
請
求
期
限
は
、
投
票

日
の
４
日
前
９
月
７
日
�
ま
で
で
す
。
 

                 
   ※

お
問
合
せ
 

　
和
島
村
選
挙
管
理
委
員
会
 

　（
�
7
4
│
３
１
１
１
内
線
２
１
２
）
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東 西 祝 
和島村・長寿番付表 

地 域  地 域  性別 性別 年齢 年齢 氏　　　　名 氏　　　　名 番　　付 

平成17年８月９日現在 

　和島村では70歳以上のおじいちゃん、おばあちゃんをご招待して、永年にわたり社会に貢献された
ご苦労に感謝し、長寿をお祝いする「敬老会」を開催いたします。今年の対象者は1,098名です。 
　当日は村内有志のみなさんや保育園児による踊りなどのアトラクションを多数予定していますので、 
大勢の方からの参加を心よりお待ち申し上げます。        

☆日　時　　９月19日（月）　午前10時から 
☆会　場　　和島農村勤労福祉センター 

道 城 下  

下 町 下  

日 野 浦  

日 野 浦  

中　 沢 

両　 高 

梅　 田 

中　 沢 

中　 央 

日 野 浦  

下 町 下  

下 町 上  

東 保 内  

上 小 島 谷  

下 町 上  

法 善 町  

北　 野 

東 保 内  

中　 沢 

両　 高 

北　 野 

下 富 岡  

梅　 田 

横   綱 

大   関 

〃 

関   脇 

〃 

〃 

小   結 

〃 

〃 

前   頭 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

根 小 屋  

新　 田 

日 野 浦  

下 町 上  

両　 高 

上 小 島 谷  

道 城 下  

中 小 島 谷  

 

上 小 島 谷  

上 小 島 谷  

三 瀬 ケ 谷  

上 小 島 谷  

東 保 内  

上　 桐 

北　 野 

下 町 下  

下 小 島 谷  

若 野 浦  

北　 野 

駅　 前 

駅　 前 

本　間　イ　ク 

早　川　五　作 

白　倉　キ ト イ 

栗　林　リ　ツ 

大　矢　フ　ミ 

小　林　亥 之 甫 

大　矢　キ ヨ イ 

　　橋　ヨ シ ヨ 

阿　部　ヒ　サ 

山　口　ナ　ヲ 

白　倉　ス　ミ 

笠　原　美　芳 

八　子　キ ヨ ノ 

久　住　政　次 

長 谷 川 ハ ツ イ  

長 谷 川　ハ　ナ 

中　島　啓　一 

川　瀬　み　つ 

大　矢　靜江子 

佐　藤　シヅイ 

上　村　軍　造 

関　川　キ　ヨ 

田　村　政　治 

佐　越　め　　 

早　川　ワ　カ 

平　澤　本 治 郎 

近　藤　直　江 

小　田　タ　ツ 

久　住　シ イ ノ 

早　川　　 一 郎 

久 須 美　　恒 

 

小 谷 松　ハ　ナ 

大　矢　モ　ト 

竹　内　セ　ツ 

藤　田　益　榮 

松　永　ツ　キ 

小　黒　シ　ヅ 

若　井　ス ミ イ 

早　川　カズイ 

日　木　シケリ 

狩　野　シヅイ 

上　村　キ　ク 

渡　邉　寅　冶 

船　越　美與榮 

女 

男 

女 

女 

女 

男 

女 

女 

女 

女 

女 

女 

女 

男 

女 

女 

男 

女 

女 

女 

男 

女 

男 

100 

97 

96 

94 

94 

94 

94 

94 

93 

93 

92 

92 

92 

92 

91 

91 

91 

91 

91 

90 

90 

90 

90

女 

女 

男 

女 

女 

女 

男 

女 

 

女 

女 

女 

男 

女 

女 

女 

女 

女 

女 

女 

男 

男 

97 

97 

96 

94 

94 

94 

94 

93 

 

93 

92 

92 

92 

92 

91 

91 

91 

91 

90 

90 

90 

90
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○
願
い
込
め
て
の
お
守
り
作
り 

○
運
転
者
講
習
会 

○
街
頭
交
通
指
導 

▲安全の意識を忘れずに 

▲一つ一つ心を込めて 

▲横断には余裕をもって 

▲奏野交通課長の講話 ▲安全者表彰おめでとうございます 

７
月
29
日
�
、
夏
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
一
環
と
し
て
和
島
村
交
通
安
全

協
会
が
中
心
と
な
り
街
頭
指
導
を
行
な

い
ま
し
た
。
今
年
も
国
道
１
１
６
号
島

崎
高
架
橋
前
の
新
潟
方
面
行
き
の
除
雪

待
避
所
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
一
台

一
台
車
を
止
め
無
事
故
の
願
い
を
込
め

て
「
わ
し
麻
呂
て
ま
り
」
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
 

受
け
取
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は

早
速
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
お
守
り
を

つ
け
る
人
も
い
て
、
交
通
安
全
の
意
識

を
高
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。
 

 

こ
れ
に
先
立
ち
６
月
21
〜
23
日
に
は

わ
し
麻
呂
て
ま
り
の
制
作
を
交
通
安
全

協
会
女
性
部
が
保
健
セ
ン
タ
ー
乳
児
指

導
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

子
供
た
ち
も
お
手
伝
い
を
す
る
な
か
、

交
通
安
全
の
願
い
を
こ
め
て
、
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
 

完
成
し
た
、
わ
し
麻
呂
て
ま
り
は
、

後
日
宇
奈
具
神
社
で
お
は
ら
い
を
受
け
、

街
頭
交
通
指
導
の
際
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一

人
一
人
に
お
守
り
と
し
て
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
 

    
わ
た
し
た
ち
は
「
食
」
を
と
お
し

て
地
域
の
皆
さ
ん
と
手
を
つ
な
ぎ
、

健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た

め
協
議
会
を
４
月
に
設
立
し
、
18
人

の
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

今
年
は
、
「
１
人
１
人
が
、
自
分

の
健
康
に
目
を
む
け
よ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
�
親
子
お
に
ぎ
り
教
室
�
と
�

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
�
を
実
施

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
調
理

は
子
供
と
触
れ
合
え
、
大
切
な
時
間

だ
と
思
っ
た
。
」
な
ど
の
多
く
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
は
、
「
わ
た
し
の
地
区
健
康

マ
ッ
プ
」
を
作
ろ
う
と
予
定
し
て
い

ま
す
。
機
会
が
あ
る
と
き
に
は
是
非

参
加
し
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

人
の
習
慣
は
、
ま
ず
家
庭
で
作
ら

れ
�
地
域
�
村
…
次
の
世
代
へ
と
引

き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
是
非
、
手

を
つ
な
ぎ
な
が
ら
良
い
習
慣
づ
く
り

を
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

和
島
村
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会 

代
　
表
　
　
阿
部
多
鶴
子  
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う
つ
病
シ
リ
ー
ズ
⑤ 

【
今
月
の
テ
ー
マ
】
大
事
な
人
が
「
う
つ
」
か
も
し
れ
な
い
… 

〜
ど
こ
に
連
れ
て
行
け
ば
よ
い
？
医
療
機
関
の
紹
介
〜 

最近、会社を休みがちなＡさん。 

いつまでも、ふとんのなかでゴロゴロしています。 

　ワンポイントアドバイス 

批判や励ましは禁物。あせりでさらに疲れてしまいます。 

うつ状態のとき、本人も不安でいっぱいです。言葉で追いつめてしまうこともあります。 

②のような言葉をかけてあげてください 

気分が憂うつだったり、元気が出ない、体がだるい状態が続くときは、受診をお勧めします。

うつ状態の時は、決断や判断、行動がなかなかできないので、ご家族の方が付き添ってあげて

みたらいかがでしょうか。 

＜新潟県精神科救急医療システムとは＞ 
　休日と夜間において、精神疾患の急激な発症や精神症状
の悪化等により緊急に医療を必要とする方のために、精神
科救急医療体制を確保すること目的にしています。 
＜実施日・時間＞ 
◎休日の午前9時から午後5時まで 
　※休日とは、土曜、日曜、祝日及び12月29日から翌年
　　1月3日までのこと 
◎夜間の午後5時から翌日午前9時まで。 
＜利用について＞ 
　かかりつけ病院でどうしても対処できない場合やかかり
つけの病院がない場合に利用できます。 
　なお、どうしても本人、家族等で病院へ行けない場合は、
必要に応じて119番の利用もできます。 

①「何で、そんなにダラダラしているの？」 ②「なるべくゆっくり休んだほうがいいよ」 

病　院　名 連　絡　先 

長岡赤十字病院 
（精神科） 　 
立川綜合病院 
（ストレス外来） 

　 
表町診療所 

（ストレス外来） 
　 

長岡市西病院 
（心療内科・精神科） 

　 
コープクリニック 
（精神科） 
　 

北長岡診療所 
（精神科） 
　 

田宮神経内科診療所 
（精神科） 
　 

悠遊健康村病院 
（ストレス外来） 

　 
おおじま心療クリニック 
（心療内科・神経科） 

 
県立精神医療センター 

 

田宮病院 
 

三島病院 

0258－28－3600 
長岡市寺島町字見取２９７－１ 　 
0258－33－3111 
長岡市神田町３－２－１１ 　 
0258－36－3535 
長岡市表町３－２－１３ 　 
0258－27－8500 
長岡市三ツ郷屋３７１－１ 　 
0258－37－1015 
長岡市台町２－甲８２１－４ 

　 
0258－32－7011 
長岡市東蔵王２－１－２５ 　 
0258－34－7502 
長岡市城内町２－２－２ 　 
0258－47－8500 
長岡市日越３３７ 

　 
0258－25－8707 
長岡市緑町１－１１７７－６９ 

　 
0258－24－3930 
長岡市寿２－４－１ 

　 
0258－46－3200 
長岡市深沢町２３００ 　 
0258－42－2311 

三島町大字藤川字出戸１７１３－８ 

精神科救急医療施設（県央ブロック） 

救急医療施設 

大島病院 

県立精神医療センター 

田宮病院 

三島病院 

所在地 

三条市大島5141 

長岡市寿2－4－1 

長岡市深沢町2300 

長岡市藤川1713－8

電話 

0256‐34‐1551 

0258‐24‐3930 

0258‐46‐3200 

0258‐42‐2311

精神科救急医療施設（県央ブロック） 
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INFORMATION

○ 

○ 

○ 

○ 

○ INFORMATION

役場　�74－3111　FAX74－2791

長岡広域圏イベント情報 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

9月の救急診療のご案内 

■休日救急当番医表�

水 木 金 土 火 月 日 

Ｑ
　
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
歯
科
医
で
す
か
。 

 

Ａ
　
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」
と
は
、

歯
や
は
ぐ
き
が
痛
む
と
き
に
診
て

く
れ
る
だ
け
で
な
く
、痛
く
な
い
時

で
も
口
の
中
の
健
康
状
態
を
点
検

し
て
く
れ
る
歯
科
医
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。 

　
歯
を
健
康
に
保
つ
秘
訣
は
、ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
、歯
の
手
入
れ
の
方
法

や
、定
期
歯
科
健
診
、治
療
、相
談
な

ど
、何
で
も
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」

を
持
つ
こ
と
で
す
。
ま
た
、か
か
り
つ

け
歯
科
医
は
こ
れ
ま
で
の
治
療
の
経

緯
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
た
め
、

体
質
、体
調
な
ど
に
気
を
つ
か
っ
た

診
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
歯
周
病
を

は
じ
め
、安
心
し
て
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

生
活
習
慣
病
で
あ
る
歯
や
、歯
周
病

を
予
防
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

定
期
的
に
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
で

歯
や
口
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
む
し
歯

や
歯
周
病
の
特
徴
を
知
り
、コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
方
法
を
家
庭
で
実
行
す
る

こ
と
が
、早
期
発
見
、早
期
治
療
に

つ
な
が
り
ま
す
。 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
） 

9月の納税・納入 
村 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

9月 

                             1 2 3  

  4 5 6 7 8 9 10  

 11 12 13 14 15 16 17 

 18 19 20 21 22 23 24  

 25 26 27 28 29 30  

『与板十五夜まつり』 

◆期　日／9月16日（金）～18日（日） 
◆会　場／町内 
◆内　容／民謡流し、登り屋台、創作みこしおまつり広場、

鼓笛隊ブラスバンド他、イベント盛り沢山です。 
◆問合せ／与板町商工会（� 72－2303） 
 

与板町 

『牛の角突き』 

◆期　日／9月18日（日）10：00～13：00 
◆会　場／長岡臨時闘牛場（東山ファミリーランド内） 
◆内　容／千年の伝統を誇る国の重要無形文化財です。

入場料1,000円。※全て前売り券となって
います。長岡市山古志支所、市民センター
などでお買い求めください。 

◆問合せ／（� 46－1504） 

長岡市 

『全国良寛会総会』 

◆期　日／9月2４日（土）10：30～19：00 
◆会　場／出雲崎町中央公民館 
◆内　容／総会に引き続き記念講演・アトラクション

が行われます。その他に町内史跡巡りなど
も行われます。 

◆問合せ／全国良寛会総会事務局（� 78－2075） 

出雲崎町 

場所：子育て支援センター「にこにこルーム」（和島幼稚園内） 
時間：午前9時30分から午後3時（お好きな時間帯に遊びに来てください。） 
※歌・手遊び・紙芝居などは曜日に関係なく毎日行っています。 
○お問合せ：和島保育所（�74－3078） 

7日 

14日 

21日 

○今月のわくわくデー（水曜日） 
親子ゲーム遊び 

お散歩に行こう 

栄養相談(10:00～11:00)

月曜日 

火曜日 

水曜日 

木曜日 

金曜日 

○曜日別メニュー 
リズム遊び 

みんなで遊ぼう 

わくわくデー 

体を動かそう 

作って遊ぼう 

28日 

テーマ 

誕生会・発育測定 

戸外で元気に遊ぼう 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�

診療科目 診療時間 
長岡市休日急患診療所（�35－8255） 

長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科（小児科）・外科 

歯科 

9：00～18：00

9：00～16：00

区　　分 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 

０4日��

11日��

18日��

19日��
23日��

25日��

セ ント ポ ー リ ア  
ウィメンズクリニック 
明 石 医 院  
小 林 真 紀 子  
レ ディー スクリニック 
丸 岡 医 院  
トマトレディスクリニック 
セ ント ポ ー リ ア  
ウィメンズクリニック 

 長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  
 長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  
立 川 綜 合 病 院  
 長 岡 赤 十 字 病 院  

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■お問い合せ及び連絡先�

長岡赤十字病院  

長岡中央綜合病院 

立 川 綜 合 病 院  

明 石 医 院  

�28－3600 

�35－3700 

�33－3111 

�32－3262

小 林 医 院  

セントポーリアウィメンズクリニック 

トマト・レディス・クリニック 

丸 岡 医 院  

�27－7755

�21－0800 

�39－7111 

�39－2422 

午前10時～午後５時 
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今 月 の テ ー マ 

ＥＴＣ 
　
平
成

 17
年
5
月
現
在
、
E
T
C
の
利
用

率
は

 40
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
限
定
の
オ
ト
ク
な
割
引
料
金
も
い

ろ
い
ろ
登
場
し
て
い
ま
す
。
 

  

Ｅ
Ｔ
Ｃ
は
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
で
料
金
所
を
通
過
で
き
る

と
い
う
便
利
さ
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
か
。 

 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
用
に
よ
っ
て
、
料
金
所

で
の
支
払
い
は
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
料
金

所
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利

用
率
が

 50
％
に
な
る
と
、
料
金
所
の
渋
滞

は
ほ
ぼ
解
消
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
平
成

 17
年
5
月
現
在
、
料
金
所
を
通
過

す
る
自
動
車
の
4
割
を
超
え
る
車
が
Ｅ
Ｔ

Ｃ
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
首

都
高
速
道
路
の
本
線
料
金
所
を
先
頭
と
し

た
渋
滞
は
、
ほ
ぼ
解
消
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
名
高
速
道
路
東
京
本
線
料
金
所
で

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
時
期
で
も
渋

滞
が
な
い
日
が
あ
り
ま
し
た
。
 

  

Ｅ
Ｔ
Ｃ
限
定
の
料
金
割
引
制
度
が

あ
り
ま
す
が
、
詳
し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
。 

 

日
本
道
路
公
団
や
道
路
関
係
四
公
団

で
は
、
有
料
道
路
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
走
行

す
る
自
動
車
を
対
象
に
、
料
金
割
引
制
度

を
順
次
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
全
国

共
通
で
適
用
さ
れ
る
日
本
道
路
公
団
の
Ｅ

Ｔ
Ｃ
料
金
割
引
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。
 

 �
前
払
割
引
 

一
定
の
金
額
を
前
払
い
す
る
こ
と
に

よ
り
、
割
引
料
金
分
を
還
元
す
る
制
度
。

最
大
で
8
、0
0
0
円
お
得
。
 

 〈
利
用
実
績
に
応
じ
た
割
引
〉 

�
E
T
C
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
 

利
用
実
績
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
数
を
通
行

料
金
に
還
元
す
る
制
度
。
 

�
大
口
・
多
頻
度
割
引
 

1
か
月
当
た
り
の
利
用
実
績
に
応
じ

た
後
納
割
引
制
度
。
車
両
単
位
の
割

引
と
契
約
者
単
位
の
割
引
が
あ
る
。
 

 〈
時
間
帯
割
引
〉 

�
通
勤
割
引
 

朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
（
6
〜
9
時
、

 17
〜

 20
時
）
に
大
都
市
近
郊
区
間
以

外
の
高
速
道
路
を
走
行
し
た
車
両
に

対
し
て
、
通
行
料
金
が
5
割
引
に
な

る
制
度
。
 

　
＊
1
0
0
㎞
以
内
の
利
用
距
離
に
限
る
 

�
早
朝
夜
間
割
引
 

早
朝
夜
間
時
間
帯
（

 22
〜
6
時
）
に

大
都
市
近
郊
区
間
の
高
速
道
路
を
走

行
し
た
車
両
に
対
し
て
、
通
行
料
金

が
5
割
引
に
な
る
制
度
。
 

　
＊
1
0
0
㎞
以
内
の
利
用
距
離
に
限
る
 

�
深
夜
割
引
 

深
夜
時
間
帯
（
0
〜
4
時
）
に
高
速

道
路
を
走
行
し
た
車
両
に
対
し
て
、

通
行
料
金
が
3
割
引
に
な
る
制
度
。
 

  

Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
時
間
帯
割
引
サ
ー
ビ
ス

の
料
金
体
制
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。 

 「
深
夜
割
引
」
は
、
入
口
料
金
所
や

出
口
料
金
所
を
通
過
し
た
時
間
に
関

係
な
く
、
0
〜
4
時
の
深
夜
時
間
帯
に
高

速
道
路
を
走
行
し
て
い
れ
ば
、
料
金
割
引

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

　
一
方
、
「
通
勤
割
引
」
と
「
早
朝
夜
間

深
夜
割
引
」
は
、
対
象
時
間
前
に
入
口
料

金
所
を
通
過
し
、
対
象
時
間
を
過
ぎ
て
出

口
料
金
所
を
通
過
し
た
場
合
に
は
、
料
金

割
引
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
対
象
時
間
前

に
入
口
料
金
所
を
通
過
し
て
も
対
象
時
間

内
に
出
口
料
金
所
を
通
過
し
た
場
合
、
ま

た
、
対
象
時
間
を
過
ぎ
て
出
口
料
金
所
を

通
過
し
て
も
対
象
時
間
内
に
入
口
料
金
所

を
通
過
し
て
い
る
場
合
に
は
、
料
金
割
引

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

  

貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
通
行
料
金
と

し
て
利
用
で
き
る
「
E
T
C
マ
イ
レ
ー

ジ
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

 

平
成

 17
年
4
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ

ス
」
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
支
払
金
額
に
応
じ
て
、
ポ
イ
ン
ト
が
加

算
さ
れ
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
通
行
料

金
と
し
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

高
速
道
路
で
は
、

 50
円
ご
と
に
1
ポ
イ
ン

ト
、
一
般
有
料
道
路
で
は
1
0
0
円
ご
と

に
1
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
ま
す
。
 

　
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
1
0
0
ポ
イ

ン
ト
＝
2
0
0
円
分
、
2
0
0
ポ
イ
ン
ト

＝
5
0
0
円
分
、
6
0
0
ポ
イ
ン
ト
＝
2
、

5
0
0
円
分
、
1
、
0
0
0
ポ
イ
ン
ト
＝

8
、
0
0
0
円
分
の
通
行
料
金
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
郵
送
で
の
登
録
が
必
要
で
す
。
 

�
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
事
務
局
 

　
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
 

　
0
5
7
0
―
0
1
0
1
2
5
 

　
携
帯
、
P
H
S
か
ら
は
 

　
0
4
5
―
4
7
7
―
3
7
9
3
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　http://w
w
w
.sm
ile-etc.jp/ 
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地
域
探
訪
ツ
ア
ー 

　
　
　
　
参
加
者
募
集 

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。 

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。 

   　
長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
で
は
、
こ

の
秋
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
旅
「
地
域
探
訪
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。
期
日
や
コ
ー
ス
は
下
記
の
表
の

通
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
豊
か
な
自
然
そ
こ
で
生
ま
れ
た
歴
史
、

文
化
そ
し
て
産
業
を
探
る
旅
に
み
な
さ

ん
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

■
定
　
員
／
各
コ
ー
ス

 40
名
 

■
対
　
象
／
圏
内
在
住
者
 

■
参
加
費
／
昼
食
代
、
入
館
料
等
 

　
　
　
　
　
３
、０
０
０
円
 

■
申
込
方
法
 

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
希
望
の
コ
ー
ス
。
乗
車

場
所
を
記
入
し
、
長
岡
地
域
広
域
行

政
組
合
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切
／
9
月

 22
日
�
必
着
 

※
な
お
、
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
参
加
決
定
さ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 

※
時
間
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
抽
選

後
、
参
加
決
定
者
に
通
知
し
ま
す
。
 

※
参
加
コ
ー
ス
の
変
更
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

■
申
込
・
お
問
合
せ
先 

　
〒
9
4
0
―
1
1
5
3
 

　
長
岡
市
要
町
2
丁
目
4
番
7
号
 

　
長
岡
市
役
所
要
町
分
室
　
 

　
長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
　
総
務
課
 

　
（
�

 37
―
６
０
６
７
）
 

　
（

　Fax
　

 37
―
６
０
６
８
）
 

　 

 

　
み
な
さ
ん
が
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
困
り

ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
法

務
局
や
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
親
子
、
夫
婦
、
扶
養
、
名
誉
、

い
じ
め
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
で

お
困
り
の
か
た
は
お
気
軽
に
特
設
人
権

相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

■
日
　
時 

　
９
月

 27
日
� 

　
午
前

 10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

■
会
　
場 

　
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー 

■
相
談
員 

　
山
田
勝
さ
ん 

　
遠
藤
て
つ
子
さ
ん 

　
新
潟
地
方
法
務
局
柏
崎
支
局
担
当
者 

■
お
問
い
合
わ
せ 

　
役
場
住
民
課
窓
口 

　
（
�

 74
―
3
1
1
1
） 

   

　
行
政
相
談
所
と
は
、
国
の
行
政
機
関

の
仕
事
や
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊

法
人
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

要
望
が
あ
る
と
き
に
、
相
談
を
受
け
た

り
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
、
そ
の

解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。 

　
相
談
は
総
務
省
新
潟
行
政
評
価
事
務

所
（
�
0
2
5
―
2
2
4
―
1
1
0
0
）

の
ほ
か
、
総
務
大
臣
か
ら
嘱
託
さ
れ
て

い
る
行
政
相
談
員
の
早
川
公
男
さ
ん
（
島

崎
�

 74
―
２
８
１
９
）
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
和
島
村
で
は
、
次
の
日
程
で

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
行
政
の

こ
と
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
分
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

■
日
　
時 

　
９
月

 27
日
� 

　
午
前

 10
時
か
ら
３
時
ま
で 

■
会
　
場 

　
役
場
３
階
「
大
会
議
室
」 

■
相
談
員 

　
早
川
公
男
さ
ん 

■
お
問
合
せ 

　
役
場
総
務
課
（
�

 74
―
3
1
1
1
） 

10月14日（金） 

10月14日（金） 

10月15日（土） 

10月15日（土） 

10月16日（日） 

10月16日（日） 

大杉公園　→　寛益寺　→　蔵造り麺工房 →　
凧会館　→　　照遇仏所見学　→中之島美術館
見学 

栃尾市美術館鑑賞　→　そば打ち体験　→　ちぢ
みの里　→　小千谷仮設闘牛場　→　産業会館サ
ンプラザ、錦鯉の里　　　　　　　　　　　　　
　　　 　               　　　　　　                                      

小国特産品生産組合→　小国和紙生産組合　→　

養楽館（交流体験館）　→　山古志闘牛場　 

道の駅あぐりの里　→　杜のかたらい　→　和楽
美の湯　→　川口やな場　→　朝日酒造見学　　
→　米と酒の道具舘　→　岩塚製菓（沢下条売店） 

市民交流センター見学　→　矢沢　宰史跡巡り→　
天領の里時代館　→　石油記念館　→　良寛の里美
術館　　→　地域交流センター「もてなし家」 
 
ふるさと体験農業センター　→　吉乃川酒造資料
館　→　摂田屋・宮内・曲新町歴史探訪　→　都
野神社→　志保の里荘　　　　　　　　　　　　
　 

栃尾市役所―見附市役所―長

岡駅東口―市立劇場 

中之島支所―長岡駅東口―市

立劇場 

出雲崎町役場―与板町役場―

長岡駅東口―市立劇場 

和島村役場―与板町役場―長

岡駅東口―市立劇場 

川口町役場―小国支所―長岡

駅東口 ―  市立劇場　 

小千谷市役所―越路支所―長

岡駅東口―市立劇場 

長岡三島地域・長岡中之島地域 
「重要文化財見学」と「美術館個
展見学」探訪 

栃尾市・小千谷市 
「美術館特別展見学」と「牛の角
突き（小千谷会場）見学」探訪　
　　　　                     

長岡小国地域・長岡山古志地域 
「紙の芸術」と「山古志闘牛見学」
探訪 

川口町・長岡越路地域 
「杜のかたらい・和楽美の湯」と
「朝日酒造見学」探訪 

見附市・出雲崎町・和島村 
「矢沢　宰史跡巡り」「石油産業
発祥地見学」、「美術館見学」探訪 

与板町・長岡市 
「欄間彫刻見学」と「長岡今昔の
歴史巡り」探訪　　　　　　　　 

地域探訪ツアーコース一覧 
月　　日 コ ー ス 名  バスの運行経路・ 

乗 降 車 場 所  コ ー ス 概 要  

※ 市立劇場で乗車される方は、長岡市役所駐車場をご利用くださるようお願いいたます。 
※ 時刻につきましては、各コースとも予定時刻でございますので、多少前後する場合がございます。あらかじめご了承くださるようお願いいたします。 
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懐
か
し
い
顔
に
き
っ
と
会
え
る
首
都
圏 

ふ
る
さ
と
わ
し
ま
会
総
会
参
加
者
募
集 

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
 

土
地
等
の
評
価
に
つ
い
て
 

第
４
回
ふ
く
ら
む
ア
ー
ト
 

ふ
あ
っ
と
に
い
が
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

リ
ラ
ッ
ク
ス
教
室
日
付
 

変
更
の
お
知
ら
せ
 

 

   　
和
島
村
出
身
者
の
親
睦
団
体
「
首
都

圏
ふ
る
さ
と
わ
し
ま
会
」
の
総
会
が
次

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
村
民
の
方

で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
企
画

観
光
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

■
日
　
時
／
10
月
23
日
�
 

　
 
 
 
 
正
午
〜
 

■
会
　
場
／
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
 

台
東
区
上
野
公
園
１
―
5
9
　
上
野

公
園
　
西
郷
銅
像
正
面
　
地
下
１
階

Ｊ
Ｒ
上
野
駅
よ
り
徒
歩
２
分
（
緑
色

の
２
階
建
て
）
 

（
�
0
3
―
３
８
２
３
―
５
５
７
１
）
 

■
参
加
費
／
７
、０
０
０
円
 

※
交
通
費
は
別
途
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

■
申
し
込
み
締
切
り
 

９
月
30
日
�
 

役
場
企
画
観
光
課
ま
で
 

■
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
 

　
役
場
企
画
観
光
課
 

　（
�
7
4
―
３
１
１
１
）
 

※
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
、

参
加
者
に
直
接
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

   新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
様
方
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
 

国
税
局
で
は
、
平
成
17
年
８
月
１
日

に
平
成
17
年
分
の
路
線
価
図
等
を
公
表

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
相
続
税
、
贈
与

税
の
深
刻
等
を
行
う
の
に
当
た
っ
て
、

震
災
に
よ
り
著
し
く
被
害
を
受
け
た
土

地
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
評
価
方
法

に
つ
い
て
個
別
に
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
長
岡
税
務
署
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
 

■
お
問
合
せ
 

　
長
岡
税
務
署
資
産
税
課
税
務
部
門
 

　（
�
3
5
―
８
６
９
７
）
 

   先
月
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
リ
ラ
ッ

ク
ス
教
室
で
す
が
、
10
月
分
の
教
室
に

つ
い
て
日
付
が
変
更
に
な
り
ま
し
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

■
変
更
後
の
日
程
 

・
９
月
２
日
�
出
会
い
の
日
 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
 

・
９
月
９
日
�
講
演
会
の
日
 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
 

・
10
月
７
日
�
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
験
の
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
 

・
10
月
20
日
�
笑
顔
で
お
別
れ
 

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
 

■
お
問
合
せ
 

役
場
住
民
課
　
保
健
衛
生
係
 

（
�
7
4
―
3
1
1
1
）
 

   ■
募
集
す
る
内
容
 

◎
美
術
展
　
 

　
美
術
作
品
　
 

�
絵
画
　
�
書
道
　
�
写
真
 

�
工
芸
（
陶
芸
、
織
物
、
木
工
品
等
）
 

◎
ス
テ
ー
ジ
発
表
 

　
文
芸
作
品
 

　
�
短
歌
　
�
俳
句
　
�
自
由
詩
 

　
�
川
柳
　
（
題
は
「
宝
物
」
で
す
）
 

　
音
楽
発
表
 

　
�
歌
唱
　
�
器
楽
演
奏
　
�
踊
り
 

■
応
募
資
格
 

応
募
者
は
、
県
内
に
在
住
し
、
身
体

障
害
、
知
的
障
害
ま
た
は
精
神
障
害

の
あ
る
方
と
し
ま
す
。
 

応
募
は
、
美
術
作
品
、
文
芸
作
品
、

音
楽
発
表
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
人
（
ま

た
は
１
グ
ル
ー
プ
）
１
点
と
し
ま
す
。

（
１
施
設
１
点
と
限
定
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
）
 

■
応
募
方
法
 

平
成
17
年
10
月
11
日
�
ま
で
に
事
務

局
に
郵
送
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。
 

※
出
品
料
、
作
品
料
お
よ
び
会
場
へ

の
入
場
料
は
無
料
で
す
。
 

■
応
募
要
領
・
申
込
書
配
布
場
所
 

新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
　
県
庁
障
害
福

祉
課
　
県
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
（
環

境
）
部
　
児
童
相
談
所
　
和
島
村
役

場
住
民
課
 

■
お
問
合
せ
・
お
申
込
先
 

　
新
潟
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
 

（
�
０
２
５
―
３
８
３
―
３
６
５
４
）
 

　
〒
９
５
０
―
０
１
２
１
 

　
新
潟
県
亀
田
向
陽
１
―
９
―
１
 

　
新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
内
 

　中沢の大矢征司さんが新潟県市町村林政振興
協議会より林業功績者表彰を受けられました。 
　8月8日（月）には笠原村長より表彰状と記念品を
受け取られました。 
　大矢さんは「和島村愛林会」を立ち上げ会長とし
て会員指導と林業の普及に努めており、自己山林に
建設したログハウスなどを
活用し、地元小学校の総
合学習などで森林・林業
育成を実践しているなど、
地域林業の振興・発展
に貢献してきた功績が認
められたものです。 
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